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　2007年8月9日、米国で、大統領署名によりAmerica COMPETES法（米国の技術・教育・科学の卓越性
を有意義に促進する機会をもたらす法）が成立した。本法は、科学技術政策局（OSTP）、航空宇宙局（NASA）、
国立標準技術研究所（NIST）、エネルギー省（DOE）、全米科学財団（NSF）の5機関に関わる章に、海洋
大気プログラム、教育、一般条項を加えた8章から成る。米国競争力イニシアチブ（ACI）で10年間の予算
倍増が示された機関（NIST、DOE、NSF）について、それ以上の予算割り当てが示され、それらの条項が
記述の6割を占めるなど、教育および基礎研究重視の方針が色濃い。
　ブッシュ大統領は、ACIと目標を共有することを評価しつつも、既存プログラムとの重複が多いことを批
判したと伝えられている。また、英米科学誌には、肯定的評価とともに、少数意見として、これらの予算
を実際に割り当てられるのかという疑問、人材育成というやや一般的な結論に達したことへの疑問等が紹介
されている。
トピックス5　米国でAmerica COMPETES 法が成立
および経済競争力上重要な外国語について、教員
の能力向上支援（定時制修士課程設置など）、飛び
級 / 国際バカロレアプログラム対策、初等中等段
階の優れた教育実践支援、数学教育支援、外国語
学習支援等が挙げられている。
　Ⅶ（NSF）でも、7 年で倍増のペースでの予算手
当が示されている。幼稚園から研究者まですべて
のレベルでの STEM 分野への参加促進、アカデ
ミックキャリアを望む若手研究者支援、十分な能
力と技能を備えた教員養成等に関するプログラム
やフェローシップ等が挙げられている。
　ブッシュ大統領は、署名後の記者会見において、
ACIと目標を共有することを評価する一方、既存
プログラムとの重複が多いことを批判したと、伝
えられている。
　サイエンス誌（vol.317, 10 August）およびネイ
チャー誌（vol.448, 2 August）には、本法の成立に
対する論評が掲載されている。サイエンス誌は、
全米科学アカデミー報告書が大きな影響を与えた
ことを評価し、肯定的意見を掲載している。しかし、
マーバーガー補佐官による「STEM の重要性を示
したことは評価するが、実際にこれだけの予算を
割り当てられるか」という実効性への疑念や、エネ
ルギー省の ARPA-E について賛否両論があること
も紹介している。一方、ネイチャー誌は、プリン
ストン大学客員講師の意見として、少数派として
のマーバーガー補佐官の発言を引用しつつ、適切
な科学技術投資や科学技術人材に関する深い議論
なしに、1 冊の報告書を基に人材育成という一般
的で安易な合意に達したと述べている。
（専門調査員レポートを集約）
参　考　米国下院科学技術委員会ウェブサイト：
http://science.house.gov/legislation/leg_highlights_
detail.aspx?NewsID=1938
